
真実を伝える＜原点に戻る＞

正確な洪水流量ハイドログラフを作ること

②形
K,P,Tlの決定

流量
Q

(m3/s)

時間
t

①ボリュームを正確に出すこと

②ハイドログラフの形を精確に再現す
ること

正確なH－Qを作成すること

琵琶湖・淀川治水技術担当者会議の目的：

＜Rlossの算定＞

K,P,Tlの決定

①ボリューム
Vの算定
Rlossの算定

V＝R×A－Rloss×A
ゆえに Rloss＝R－V/A

＋

＝

＜貯留関数の定数の設定＞

資料５

地下水流出の分離
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正確な洪水流量ハイドログラフを作ること
Rlossの設定

流域に降った雨

地下水流出
（基底流出）

表面流出
（一次流出）

中間流出

直接流出

表面流出（一次流出）：地表に達した雨水が直接地表を通って河道に入るもので、大部分は
降雨時に流出する。この成分は他の流出成分より時間的に早く流出す
るので洪水ピークに大きく影響する。

地下水流出（基底流出）：地中深く浸入した水が地下水面に到達し、地下水位を上昇させ、
緩やかに河道に流出する成分で、1次流出、中間流出に比べて流出に
要する時間は最も長い。おおよそ降雨とは関係のない流量を構成する。

中間流出：雨水のうち、いったん地中に浸入した水の一部が比較的浅い土層内で側方に流
動し、山腹などから浸出して河道へ流出するもので、流域の透水性に支配され時
間的には表面流出より遅れて流出する。
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真実を伝える＜原点に戻る＞

正確な洪水流量ハイドログラフを作ること
Rlossの設定
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流量観測時の注意事項

１．観測所の概要（位置の設定）

２．水位

（基準水位、第1見通し水位、第2見

通し水位）

３．観測所の零点高

４．観測時刻

５．断面把握

６．観測箇所における測線設定

７．記帳した野帳の保存


